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附
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あ
り
ま
し
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ま
で
青
少
年
海
外
研
修
事
業
や
高

校
生
奨
学
金
制
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な
ど
光
町
の
新

し
い
教
育
事
業
に
活
用
さ
せ
て
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た
だ
い
て
い
ま
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今
後
も
町
の
教
育
振
興
に
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て
た
い
と
考
え
て
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ま
す
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食
肉
セ
ン
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ー
で

し
め
や
か
に
獣
魂
祭

五
月
二
十
七
日
､
町
営
東
陽

食
肉
セ
ン
タ
I
で
町
と
同
業
組
合

が
共
催
し
て
獣
魂
祭
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行

い
ま
し

た
｡
式
典
に
は
､
斉
藤
町
長
､
市

川
同
業
組
合
長
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は
じ
め
食
肉
セ
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タ
I
関
係
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､

1
0
0
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り

が
出
席
し
､
と
殺
さ
れ
た
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畜
の

霊
を
な
ぐ
さ
め
ま
し
た
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食
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し
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ま
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｡
ま
た
､
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れ
ら
の
収

益
は
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貴
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っ
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5.7トン収集

▲集められた缶の整理をする小川台の方がた

(文
化
講
演
会
)

六
月
十

一
日
に
町
民
会
館
で
､

女
優

･
歌
手
と
し
て
幅
広
-
活
躍

さ
れ
て
い
る
天
地
総
子
さ
ん
を
迎

え
て
､
文
化
講
演
会
が
開
か
れ
ま

し
た
｡

会
場
に
は
､
小
学
生
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
の
三
百
人
を
超
え
る
人

が
集
ま
り
､
自
ら
の
体
験
を
通
し

て
身
に
つ
け
ら
れ
た
生
き
方
を
､

｢
心
の
や
さ
し
さ
と
生
き
が
い
｣

と
越
し
て
､
童
話

･
ピ
ア
ノ
演
奏

を
ま
じ
え
て
約

1
時
間
三
十
分
語

ら
れ
た
｡

参
加
者
は
､
熱
心
に
聞
き
入

っ
て

い
ま
し
た
｡

んさな

明るい朝の一声忘れていませんか

▲講 演 を熱 心 に聞 き入 るみ




